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天北地域の酪農 
サイレージの量と質がきめ手 

　北海道農政部がまとめた牧草生産利用状況調査の結果（表１）によると、牧草生産量
全体に占める牧草サイレージ利用割合は、全道平均で５２．１％となっています。今
や、牧草サイレージは“乳牛の主食”であり、それゆえ量と質が期待されます。天北地域
の牧草サイレージ利用割合は、ともに草地型酪農地帯として並び称される根釧地域に比
較するとかなりひらきのあることが注目されます。少なくとも北海道平均より下まわっ
ている現状について、検討する必要があると思われます。 
　１番牧草の収穫作業進捗状況は、不順な天候により平年に比べ遅れています。将来に
向かってこのような影響を最小限に抑え、安定的かつ省力的な飼料生産を確立するため
にも、牧草サイレージは地域の重要課題なのです。 

表１．牧草生産利用状況（平成６年） 

サイレージの密度、水分およびｐＨの実態

　表２は調製タイプ別にサイレージの密度、水分およびｐＨの実態を示したものです。
かつて、「バンカーのサイレージは出来が今一つ……」とささやかれた時代もありまし
た。しかし、この調査結果を見る限り、バンカーはタワーに比べ何ら劣っておりませ
ん。バンカーやスタックサイレージが評価されるようになってきた理由の１つに、踏圧
のし易さがあげられます。そして、これが密度の向上に貢献してきたと推察されます。
密度の指標は一般にｍ３当たり原物で７００㎏以上（乾物では水分７０％の中水分サイ
レージの場合、ｍ３当たり２１０㎏以上）といわれています。密度はサイレージ発酵に必
要な嫌気的条件を整えます。しかし、そのために「速やかな密封」というもう１つの原
則をおろそかにしてはなりません。 

表２．調製タイプ別サイレージ密度、水分およびｐＨ 



　図１はバンカーサイロにおける部位別密度、水分およびｐＨの実態を示したもので
す。タワーサイロにおける密度は、下部に向かって高くなりますが、この調査では部位
によってかなりばらつきが見られます。自重がかかりにくい水平型サイロでは、詰め込
み作業のスタート時から均一な機械踏圧に留意すべきことを示唆しています。 

 
図１．バンカーサイロにおける部位別密度、水分およびｐＨ（天北農試専技室：１９９

５）

 
　良質サイレージをつくるために調製段階で最も重要なことは、原料草の水分調整で
す。
　つぎに紹介する方法は、秤とネット袋等を用いれば、圃場で予乾しようとする水分の
状況を簡単に知ることができます。 
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